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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

 
 評価意見 

インターネット上の膨大なデータ源から有用な情報・知識を取り出す問題のためには超高

速なパターン発見法が必須であり、その開発は極めて重要な課題となっている。本研究課題

は、経験則に基づくアルゴリズムが多い現状において、理論の裏付けに基づく超高速パター

ン発見アルゴリズムを次々に開発し、同分野への大きな貢献をした。 

このように、本研究課題が日本から世界に向けての優れた学術成果の発信に大きく貢献

し、特別推進研究として相応しい成果を挙げたことは高く評価される。 

 

 


